
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
人
員
の
確
認
）

（
人
員
の
確
認
）

第
二
十
四
条
の
六

事
業
者
は
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
時
ま
で

に
、
ず
い
道
等
（
ず
い
道
及
び
た
て
坑
以
外
の
坑
（
採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
二

条
に
規
定
す
る
岩
石
の
採
取
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
内
部
又
は
高
圧
室
内
（
潜
か

ん
工
法
そ
の
他
の
圧
気
工
法
に
よ
る
作
業
を
行
う
た
め
の
大
気
圧
を
超
え
る
気
圧
下
の
作
業
室
又
は
シ
ャ
フ
ト

の
内
部
を
い
う
。）に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
の
人
数
及
び
氏
名
を
常
時
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
の
六

事
業
者
は
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
時
ま
で

に
、
ず
い
道
等
（
ず
い
道
及
び
た
て
坑
以
外
の
坑
（
採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
二

条
に
規
定
す
る
岩
石
の
採
取
の
た
め
の
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
内
部
又
は
高
圧
室
内
（
潜
か

ん
工
法
そ
の
他
の
圧
気
工
法
に
よ
る
作
業
を
行
う
た
め
の
大
気
圧
を
超
え
る
気
圧
下
の
作
業
室
又
は
シ
ヤ
フ
ト

の
内
部
を
い
う
。）に
お
い
て
作
業
を
行
う
労
働
者
の
人
数
及
び
氏
名
を
常
時
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
動
機
、
回
転
軸
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

（
原
動
機
、
回
転
軸
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

第
百
一
条

（
略
）

第
百
一
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
踏
切
橋
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
踏
切

橋
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

労
働
者
は
、
踏
切
橋
の
設
備
が
あ
る
と
き
は
、
踏
切
橋
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
旋
盤
等
の
テ
ー
ブ
ル
へ
の
搭
乗
の
禁
止
）

（
立
旋
盤
等
の
テ
ー
ブ
ル
へ
の
と
う
乗
の
禁
止
）

第
百
十
六
条

事
業
者
は
、
立
旋
盤
、
プ
レ
ー
ナ
ー
等
を
使
用
す
る
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
運

転
中
の
立
旋
盤
、
プ
レ
ー
ナ
ー
等
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
テ
ー
ブ
ル
に
乗
つ
た
者
又

は
操
作
盤
に
配
置
さ
れ
た
者
が
、
直
ち
に
機
械
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
十
六
条

事
業
者
は
、
運
転
中
の
立
旋
盤
、
プ
レ
ー
ナ
ー
等
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
労
働
者
を
乗
せ
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
テ
ー
ブ
ル
に
乗
つ
た
労
働
者
又
は
操
作
盤
に
配
置
さ
れ
た
労
働
者
が
、
直
ち
に
機
械
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
運
転
中
の
立
旋
盤
、

プ
レ
ー
ナ
ー
等
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
い
て
、
運
転
中
の
立
旋
盤
、
プ
レ
ー
ナ
ー
等
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
つ

て
は
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
百
二
十
八
条

事
業
者
は
、
自
動
送
材
車
式
帯
の
こ
盤
を
使
用
す
る
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
が

自
動
送
材
車
式
帯
の
こ
盤
の
送
材
車
と
歯
と
の
間
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇

所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き

は
、
当
該
箇
所
が
立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
八
条

事
業
者
は
、
自
動
送
材
車
式
帯
の
こ
盤
の
送
材
車
と
歯
と
の
間
に
労
働
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を

禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
箇

所
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
箇
所
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
教
示
等
）

（
教
示
等
）

第
百
五
十
条
の
三

事
業
者
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
可
動
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て

教
示
等
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
不
意
の
作
動
に
よ
る
危
険
又
は
当
該
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
誤
操
作
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一

号
及
び
第
二
号
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
駆
動
源
を
遮
断
し
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

第
百
五
十
条
の
三

事
業
者
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ツ
ト
の
可
動
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
産
業
用
ロ
ボ
ツ
ト
に
つ
い
て

教
示
等
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
産
業
用
ロ
ボ
ツ
ト
の
不
意
の
作
動
に
よ
る
危
険
又
は
当
該
産
業
用
ロ
ボ

ツ
ト
の
誤
操
作
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号

及
び
第
二
号
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ツ
ト
の
駆
動
源
を
遮
断
し
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

一

次
の
事
項
に
つ
い
て
規
程
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
作
業
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

一

次
の
事
項
に
つ
い
て
規
程
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
作
業
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

イ

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
の
方
法
及
び
手
順

イ

産
業
用
ロ
ボ
ツ
ト
の
操
作
の
方
法
及
び
手
順

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
四
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三





（
ガ
ス
集
合
溶
接
装
置
の
管
理
等
）

（
ガ
ス
集
合
溶
接
装
置
の
管
理
等
）

第
三
百
十
三
条

事
業
者
は
、
ガ
ス
集
合
溶
接
装
置
を
用
い
て
金
属
の
溶
接
、
溶
断
又
は
加
熱
の
作
業
を
行
う
と

き
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
十
三
条

事
業
者
は
、
ガ
ス
集
合
溶
接
装
置
を
用
い
て
金
属
の
溶
接
、
溶
断
又
は
加
熱
の
作
業
を
行
な
う

と
き
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

ガ
ス
装
置
室
に
は
、
係
員
の
ほ
か
み
だ
り
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所

に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き

は
、
ガ
ス
装
置
室
が
立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三

ガ
ス
装
置
室
に
は
、
係
員
の
ほ
か
み
だ
り
に
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇

所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

四

ガ
ス
集
合
装
置
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
で
は
、
喫
煙
、
火
気
の
使
用
又
は
火
花
を
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す

る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
喫
煙
、
火
気
の
使
用
又

は
火
花
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

四

ガ
ス
集
合
装
置
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
で
は
、
喫
煙
、
火
気
の
使
用
又
は
火
花
を
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

五

バ
ル
ブ
、
コ
ッ
ク
等
の
操
作
要
領
及
び
点
検
要
領
を
ガ
ス
装
置
室
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

五

バ
ル
ブ
、
コ
ツ
ク
等
の
操
作
要
領
及
び
点
検
要
領
を
ガ
ス
装
置
室
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

八

当
該
作
業
を
行
う
者
に
保
護
眼
鏡
及
び
保
護
手
袋
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

八

当
該
作
業
を
行
な
う
者
に
保
護
眼
鏡
及
び
保
護
手
袋
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

（
発
破
の
作
業
の
基
準
）

（
発
破
の
作
業
の
基
準
）

第
三
百
十
八
条

事
業
者
は
、
令
第
二
十
条
第
一
号
の
業
務
（
以
下
「
発
破
の
業
務
」
と
い
う
。）に
従
事
す
る
労

働
者
に
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
十
八
条

事
業
者
は
、
令
第
二
十
条
第
一
号
の
業
務
（
以
下
「
発
破
の
業
務
」
と
い
う
。）に
従
事
す
る
労

働
者
に
次
の
事
項
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

火
薬
又
は
爆
薬
を
装
塡
す
る
と
き
は
、
そ
の
付
近
で
裸
火
の
使
用
又
は
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

二

火
薬
又
は
爆
薬
を
装
て
ん
す
る
と
き
は
、
そ
の
付
近
で
裸
火
の
使
用
又
は
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

三

装
塡
具
は
、
摩
擦
、
衝
撃
、
静
電
気
等
に
よ
る
爆
発
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
安
全
な
も
の
を
使
用
す
る

こ
と
。

三

装
て
ん
具
は
、
摩
擦
、
衝
撃
、
静
電
気
等
に
よ
る
爆
発
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
安
全
な
も
の
を
使
用
す

る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

点
火
後
、
装
塡
さ
れ
た
火
薬
類
が
爆
発
し
な
い
と
き
、
又
は
装
塡
さ
れ
た
火
薬
類
が
爆
発
し
た
こ
と
の
確

認
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

五

点
火
後
、
装
て
ん
さ
れ
た
火
薬
類
が
爆
発
し
な
い
と
き
、
又
は
装
て
ん
さ
れ
た
火
薬
類
が
爆
発
し
た
こ
と

の
確
認
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

電
気
雷
管
に
よ
つ
た
と
き
は
、
発
破
母
線
を
点
火
器
か
ら
取
り
外
し
、
そ
の
端
を
短
絡
さ
せ
て
お
き
、

か
つ
、
再
点
火
で
き
な
い
よ
う
に
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
五
分
以
上
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
火
薬
類

の
装
塡
箇
所
に
接
近
し
な
い
こ
と
。

イ

電
気
雷
管
に
よ
つ
た
と
き
は
、
発
破
母
線
を
点
火
器
か
ら
取
り
外
し
、
そ
の
端
を
短
絡
さ
せ
て
お
き
、

か
つ
、
再
点
火
で
き
な
い
よ
う
に
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
五
分
以
上
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
火
薬
類

の
装
て
ん
箇
所
に
接
近
し
な
い
こ
と
。

ロ

電
気
雷
管
以
外
の
も
の
に
よ
つ
た
と
き
は
、
点
火
後
十
五
分
以
上
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
火
薬
類

の
装
塡
箇
所
に
接
近
し
な
い
こ
と
。

ロ

電
気
雷
管
以
外
の
も
の
に
よ
つ
た
と
き
は
、
点
火
後
十
五
分
以
上
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
火
薬
類

の
装
て
ん
箇
所
に
接
近
し
な
い
こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
者
は
、
火
薬
又
は
爆
薬
を
装
塡
す
る
と
き
は
、
そ
の
付
近
で
発
破
の
業
務
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を

除
く
。）の
裸
火
の
使
用
又
は
喫
煙
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

前
項
の
発
破
の
業
務
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を
除
く
。）は
、
火
薬
又
は
爆
薬
の
装
塡
が
行
わ
れ
る
付
近
で

裸
火
の
使
用
又
は
喫
煙
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
避
難
）

（
避
難
）

第
三
百
二
十
一
条

事
業
者
は
、
発
破
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
作
業
に
従
事
す
る
者
が
安
全
な
距
離
に

避
難
し
得
な
い
と
き
は
、
前
面
と
上
部
を
堅
固
に
防
護
し
た
避
難
所
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
二
十
一
条

事
業
者
は
、
発
破
の
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
が
安
全
な
距
離
に
避
難
し
得

な
い
と
き
は
、
前
面
と
上
部
を
堅
固
に
防
護
し
た
避
難
所
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
作
業
の
基
準
）

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
作
業
の
基
準
）

第
三
百
二
十
一
条
の
二

事
業
者
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
を
用
い
て
破
砕
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
二
十
一
条
の
二

事
業
者
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
を
用
い
て
破
砕
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
を
装
塡
す
る
と
き
は
、
そ
の
付
近
で
の
裸
火
の
使
用
又
は
喫
煙
に
つ
い
て
、
禁
止

す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
こ
と
。

一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
を
装
て
ん
す
る
と
き
は
、
そ
の
付
近
で
の
裸
火
の
使
用
又
は
喫
煙
を
禁
止
す
る
こ

と
。

二

装
塡
具
は
、
摩
擦
、
衝
撃
、
静
電
気
等
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
が
発
火
す
る
お
そ
れ
の
な
い
安
全

な
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

二

装
て
ん
具
は
、
摩
擦
、
衝
撃
、
静
電
気
等
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
が
発
火
す
る
お
そ
れ
の
な
い
安

全
な
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。
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三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

点
火
後
、
装
塡
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
が
発
火
し
な
い
と
き
、
又
は
装
塡
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

破
砕
器
が
発
火
し
た
こ
と
の
確
認
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
の
母
線
を
点
火
器
か
ら

取
り
外
し
、
そ
の
端
を
短
絡
さ
せ
て
お
き
、
か
つ
、
再
点
火
で
き
な
い
よ
う
に
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
五
分

以
上
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
の
装
塡
箇
所
に

接
近
さ
せ
な
い
こ
と
。

五

点
火
後
、装
て
ん
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
が
発
火
し
な
い
と
き
、又
は
装
て
ん
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
破
砕
器
が
発
火
し
た
こ
と
の
確
認
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
の
母
線
を
点
火
器
か

ら
取
り
外
し
、
そ
の
端
を
短
絡
さ
せ
て
お
き
、
か
つ
、
再
点
火
で
き
な
い
よ
う
に
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
五

分
以
上
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
器
の
装
て
ん
箇

所
に
接
近
さ
せ
な
い
こ
と
。

（
地
下
作
業
場
等
）

（
地
下
作
業
場
等
）

第
三
百
二
十
二
条

事
業
者
は
、
可
燃
性
ガ
ス
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
下
作
業
場
に
お
い
て
作
業
を
行
う

と
き
（
第
三
百
八
十
二
条
に
規
定
す
る
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
と
き
を
除
く
。）、
又
は
ガ
ス
導
管
か

ら
ガ
ス
が
発
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
明
り
掘
削
の
作
業
（
地
山
の
掘
削
又
は
こ
れ
に
伴
う
土
石

の
運
搬
等
の
作
業
（
地
山
の
掘
削
の
作
業
が
行
わ
れ
る
箇
所
及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
箇
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る

も
の
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
と
き
は
、
爆
発
又
は
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
二
十
二
条

事
業
者
は
、
可
燃
性
ガ
ス
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
下
作
業
場
に
お
い
て
作
業
を
行
う

と
き
（
第
三
百
八
十
二
条
に
規
定
す
る
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
と
き
を
除
く
。）、
又
は
ガ
ス
導
管
か

ら
ガ
ス
が
発
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
明
り
掘
削
の
作
業
（
地
山
の
掘
削
又
は
こ
れ
に
伴
う
土
石

の
運
搬
等
の
作
業
（
地
山
の
掘
削
の
作
業
が
行
わ
れ
る
箇
所
及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
箇
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る

も
の
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
と
き
は
、
爆
発
又
は
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

こ
れ
ら
の
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
、
作
業
に
従
事
す
る
者
を
安
全
な
場
所
に
退
避
さ
せ
、
及
び
火
気
そ
の
他
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
の
使
用
を
停
止
し
、
か
つ
、
通
風
、
換
気
等
を
行
う
こ
と
。

二

こ
れ
ら
の
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
、
労
働
者
を
安
全
な
場
所
に
退
避
さ
せ
、
及
び
火
気
そ
の
他
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の

使
用
を
停
止
し
、
か
つ
、
通
風
、
換
気
等
を
行
う
こ
と
。

（
地
山
の
崩
壊
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

（
地
山
の
崩
壊
等
に
よ
る
危
険
の
防
止
）

第
三
百
六
十
一
条

事
業
者
は
、
明
り
掘
削
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
地
山
の
崩
壊
又
は
土
石
の
落
下
に

よ
り
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
土
止
め
支
保
工
を
設
け
、
防
護
網
を
張
り
、
当

該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
等
当
該
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
六
十
一
条

事
業
者
は
、
明
り
掘
削
の
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
地
山
の
崩
壊
又
は
土
石
の
落
下

に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
土
止
め
支
保
工
を
設
け
、
防
護
網

を
張
り
、労
働
者
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
等
当
該
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
誘
導
者
の
配
置
）

（
誘
導
者
の
配
置
）

第
三
百
六
十
五
条

事
業
者
は
、
明
り
掘
削
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
運
搬
機
械
等
が
、
当
該
作
業
箇
所

に
後
進
し
て
接
近
す
る
と
き
、
又
は
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
誘
導
者
を
配
置
し
、
そ
の
者
に
こ
れ

ら
の
機
械
を
誘
導
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
六
十
五
条

事
業
者
は
、
明
り
掘
削
の
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
運
搬
機
械
等
が
、
労
働
者
の
作

業
箇
所
に
後
進
し
て
接
近
す
る
と
き
、
又
は
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
誘
導
者
を
配
置
し
、
そ
の
者

に
こ
れ
ら
の
機
械
を
誘
導
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
運
搬
機
械
等
の
運
転
者
は
、
同
項
の
誘
導
者
が
行
う
誘
導
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
運
搬
機
械
等
の
運
転
者
は
、
同
項
の
誘
導
者
が
行
な
う
誘
導
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
切
り
ば
り
等
の
作
業
）

（
切
り
ば
り
等
の
作
業
）

第
三
百
七
十
二
条

事
業
者
は
、
令
第
六
条
第
十
号
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
三
百
七
十
二
条

事
業
者
は
、
令
第
六
条
第
十
号
の
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

当
該
作
業
を
行
う
箇
所
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る

旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
こ
と
。

一

当
該
作
業
を
行
な
う
箇
所
に
は
、
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
。

二

材
料
、
器
具
又
は
工
具
を
上
げ
、
又
は
下
ろ
す
と
き
は
、
つ
り
綱
、
つ
り
袋
等
を
労
働
者
に
使
用
さ
せ
る

こ
と
。

二

材
料
、
器
具
又
は
工
具
を
上
げ
、
又
は
お
ろ
す
と
き
は
、
つ
り
綱
、
つ
り
袋
等
を
労
働
者
に
使
用
さ
せ
る

こ
と
。

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
三
百
八
十
六
条

事
業
者
は
、
次
の
箇
所
に
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を

見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
八
十
六
条

事
業
者
は
、
次
の
箇
所
に
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

一

浮
石
落
し
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
又
は
当
該
箇
所
の
下
方
で
、
浮
石
が
落
下
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

一

浮
石
落
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
又
は
当
該
箇
所
の
下
方
で
、
浮
石
が
落
下
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者

に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

二

ず
い
道
支
保
工
の
補
強
作
業
又
は
補
修
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
落
盤
又
は
肌は
だ

落
ち
に
よ
り
危
険

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

二

ず
い
道
支
保
工
の
補
強
作
業
又
は
補
修
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
落
盤
又
は
肌は
だ

落
ち
に
よ
り
労

働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
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（
退
避
）

（
退
避
）

第
三
百
八
十
九
条
の
七

事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
落
盤
、
出
水
等
に
よ

る
労
働
災
害
発
生
の
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
作
業
を
中
止
し
、
作
業
に
従
事
す
る
者
を
安
全

な
場
所
に
退
避
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
八
十
九
条
の
七

事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
落
盤
、
出
水
等
に
よ

る
労
働
災
害
発
生
の
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
作
業
を
中
止
し
、
労
働
者
を
安
全
な
場
所
に
退

避
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
八
十
九
条
の
八

事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
ず
い
道
等
の
内

部
に
お
け
る
可
燃
性
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
き

は
、
直
ち
に
、
作
業
に
従
事
す
る
者
を
安
全
な
場
所
に
退
避
さ
せ
、
及
び
火
気
そ
の
他
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
の
使
用
を
停
止
し
、
か
つ
、
通
風
、
換
気
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
八
十
九
条
の
八

事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
ず
い
道
等
の
内

部
に
お
け
る
可
燃
性
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
き

は
、
直
ち
に
、
労
働
者
を
安
全
な
場
所
に
退
避
さ
せ
、
及
び
火
気
そ
の
他
点
火
源
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

の
使
用
を
停
止
し
、
か
つ
、
通
風
、
換
気
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
ず
い
道
等
の
内
部
に
お
け
る
可
燃
性
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限

界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
ず
い
道
等
の
内
部
に
関
係
者
以

外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
ず
い
道
等
の
内
部
が
立
入
禁
止

で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
ず
い
道
等
の
内
部
に
お
け
る
可
燃
性
ガ
ス
の
濃
度
が
爆
発
下
限

界
の
値
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
ず
い
道
等
の
内
部
に
関
係
者
以

外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
避
難
用
器
具
）

（
避
難
用
器
具
）

第
三
百
八
十
九
条
の
十

事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
落
盤
、
出
水
、
ガ
ス
爆
発
、

火
災
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
作
業
に
従
事
す
る
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
避
難
用
器
具
を
適
当
な
箇
所
に
備
え
、
関
係
者
に
対
し
、
そ
の
備
付
け
場
所
及
び
使
用
方
法
を
周

知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
八
十
九
条
の
十

事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
落
盤
、
出
水
、
ガ
ス
爆
発
、

火
災
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
労
働
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

避
難
用
器
具
を
適
当
な
箇
所
に
備
え
、
関
係
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
備
付
け
場
所
及
び
使
用
方
法
を
周
知
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２

事
業
者
は
、
前
項
の
呼
吸
用
保
護
具
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
就
業
す
る
者
（
出
入
口
付
近
に
お
い
て
作
業
に

従
事
す
る
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
人
数
と
同
数
以
上
を
備
え
、
常
時
有
効
か
つ
清
潔
に
保
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
呼
吸
用
保
護
具
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
就
業
す
る
労
働
者
（
出
入
口
付
近
に
お
い
て
作

業
に
従
事
す
る
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
人
数
と
同
数
以
上
を
備
え
、
常
時
有
効
か
つ
清
潔
に
保

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
者
は
、
第
一
項
の
携
帯
用
照
明
器
具
に
つ
い
て
は
、同
時
に
就
業
す
る
者
の
人
数
と
同
数
以
上
を
備
え
、

常
時
有
効
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
に
就
業
す
る
者

が
集
団
で
避
難
す
る
た
め
に
必
要
な
照
明
を
確
保
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

事
業
者
は
、
第
一
項
の
携
帯
用
照
明
器
具
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
就
業
す
る
労
働
者
の
人
数
と
同
数
以
上
を

備
え
、
常
時
有
効
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
に
就
業

す
る
労
働
者
が
集
団
で
避
難
す
る
た
め
に
必
要
な
照
明
を
確
保
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
避
難
等
の
訓
練
）

（
避
難
等
の
訓
練
）

第
三
百
八
十
九
条
の
十
一

事
業
者
は
、
切
羽
ま
で
の
距
離
が
百
メ
ー
ト
ル
（
可
燃
性
ガ
ス
が
存
在
し
て
爆
発
又

は
火
災
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
ず
い
道
等
以
外
の
ず
い
道
等
に
あ
つ
て
は
、
五
百
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
な
る

ず
い
道
等
に
係
る
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
落
盤
、
出
水
、
ガ
ス
爆
発
、
火
災
等
が
生
じ
た

と
き
に
備
え
る
た
め
、
関
係
者
に
対
し
、
当
該
ず
い
道
等
の
切
羽
ま
で
の
距
離
が
百
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ま
で

の
期
間
内
に
一
回
、
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
避
難
及
び
消
火
の
訓
練
（
以
下「
避
難
等
の
訓
練
」

と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
八
十
九
条
の
十
一

事
業
者
は
、
切
羽
ま
で
の
距
離
が
百
メ
ー
ト
ル
（
可
燃
性
ガ
ス
が
存
在
し
て
爆
発
又

は
火
災
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
ず
い
道
等
以
外
の
ず
い
道
等
に
あ
つ
て
は
、
五
百
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
な
る

ず
い
道
等
に
係
る
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
落
盤
、
出
水
、
ガ
ス
爆
発
、
火
災
等
が
生
じ
た

と
き
に
備
え
る
た
め
、
関
係
労
働
者
に
対
し
、
当
該
ず
い
道
等
の
切
羽
ま
で
の
距
離
が
百
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る

ま
で
の
期
間
内
に
一
回
、
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
避
難
及
び
消
火
の
訓
練
（
以
下
「
避
難
等
の

訓
練
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
四
百
十
一
条

事
業
者
は
、
岩
石
の
採
取
の
た
め
の
掘
削
の
作
業
を
行
う
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る

者
が
当
該
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
の
下
方
で
土
石
の
落
下
に
よ
り
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
十
一
条

事
業
者
は
、
岩
石
の
採
取
の
た
め
の
掘
削
の
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
の
下
方
で
土
石
の

落
下
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
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（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
四
百
十
五
条

事
業
者
は
、
採
石
作
業
を
行
う
と
き
は
、
運
転
中
の
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
に
接
触
す
る

こ
と
に
よ
り
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
が
立
ち
入
る

こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
四
百
十
五
条

事
業
者
は
、
採
石
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
運
転
中
の
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
に
接
触
す

る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
、
労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
誘
導
者
の
配
置
等
）

（
誘
導
者
の
配
置
等
）

第
四
百
十
六
条

事
業
者
は
、
採
石
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
が
当
該
作
業
箇

所
に
後
進
し
て
接
近
す
る
と
き
、
又
は
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
誘
導
者
を
配
置
し
、
そ
の
者
に
当

該
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
を
誘
導
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
十
六
条

事
業
者
は
、
採
石
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
が
労
働
者
の

作
業
箇
所
に
後
進
し
て
接
近
す
る
と
き
、
又
は
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
誘
導
者
を
配
置
し
、
そ
の

者
に
当
該
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
を
誘
導
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
を
運
転
す
る
者
は
、
同
項
の
誘
導
者
が
行
う
誘
導
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
運
搬
機
械
等
及
び
小
割
機
械
を
運
転
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
誘
導
者
が
行
な
う
誘
導
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
指
揮
者
の
選
任
及
び
職
務
等
）

（
作
業
指
揮
者
の
選
任
及
び
職
務
）

第
四
百
二
十
条

（
略
）

第
四
百
二
十
条

（
略
）

２

事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
を
行
う
箇
所
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る
者
以
外
の
者
（
労
働
者
を
除
く
。）が
立
ち

入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
は
い
の
昇
降
設
備
）

（
は
い
の
昇
降
設
備
）

第
四
百
二
十
七
条

（
略
）

第
四
百
二
十
七
条

（
略
）

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
床
面
と
当
該
作
業
箇
所
と
の
間
を
昇
降
す
る
と
き
は
、
同
項
た
だ
し
書
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
同
項
の
昇
降
す
る
た
め
の
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
床
面
と
当
該
作
業
箇
所
と
の
間
を
昇
降
す
る
と
き
は
、
同
項
の
た
だ

し
書
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
同
項
の
昇
降
す
る
た
め
の
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
四
百
三
十
三
条

事
業
者
は
、
は
い
付
け
又
は
は
い
く
ず
し
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
は
い
の
崩
壊

又
は
荷
の
落
下
に
よ
り
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
当
該
作
業
に
関
係
す
る
者
以
外
の
者
が
立

ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
三
十
三
条

事
業
者
は
、
は
い
付
け
又
は
は
い
く
ず
し
の
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
は
い
の
崩

壊
又
は
荷
の
落
下
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者

を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
船
倉
へ
の
通
行
設
備
）

（
船
倉
へ
の
通
行
設
備
）

第
四
百
四
十
九
条

（
略
）

第
四
百
四
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
ば
く
露
甲
板
と
船
倉
と
の
間
を
通
行
す
る
と
き
は
、
同
項
の
通
行
す
る
た

め
の
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
ば
く
露
甲
板
と
船
倉
と
の
間
を
通
行
す
る
と
き
は
、
同
項
の
通
行
す

る
た
め
の
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
行
の
禁
止
）

（
通
行
の
禁
止
）

第
四
百
五
十
二
条

事
業
者
は
、
揚
貨
装
置
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ッ
ク
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
揚
貨
装
置
等
」
と
い
う
。）を
用
い
て
、
荷
の
巻
上
げ
又
は
巻
卸
し
の
作
業
を
行
つ
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
第
四
百
四
十
九
条
第
一
項
の
通
行
す
る
た
め
の
設
備
を
使
用
し
て
通
行
す
る
者
に
荷
が
落
下
し
、
又
は

激
突
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
通
行
を
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
五
十
二
条

事
業
者
は
、
揚
貨
装
置
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
揚
貨
装
置
等
」
と
い
う
。）を
用
い
て
、
荷
の
巻
上
げ
又
は
巻
卸
し
の
作
業
を
行
な
つ
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、第
四
百
四
十
九
条
第
一
項
の
通
行
す
る
た
め
の
設
備
を
使
用
し
て
通
行
す
る
労
働
者
に
荷
が
落
下
し
、

又
は
激
突
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
通
行
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報



２

前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
搬

器
に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
搬
器
に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
百
八
十
七
条

事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に

従
事
す
る
者
が
次
の
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
八
十
七
条

事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
次
の
場
所
に
労
働
者
を
立
ち

入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

一

建
設
用
リ
フ
ト
の
搬
器
の
昇
降
に
よ
つ
て
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

一

建
設
用
リ
フ
ト
の
搬
器
の
昇
降
に
よ
つ
て
労
働
者
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

二

建
設
用
リ
フ
ト
の
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
内
角
側
で
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
シ
ー
ブ

又
は
そ
の
取
付
け
部
の
破
損
に
よ
り
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
跳
ね
、
又
は
当
該
シ
ー
ブ
若
し
く
は
そ
の
取

付
具
が
飛
来
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

二

建
設
用
リ
フ
ト
の
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
内
角
側
で
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
シ
ー
ブ

又
は
そ
の
取
付
け
部
の
破
損
に
よ
り
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
は
ね
、
又
は
当
該
シ
ー
ブ
若
し
く
は
そ
の
取

付
具
が
飛
来
す
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

（
組
立
て
等
の
作
業
）

（
組
立
て
等
の
作
業
）

第
百
九
十
一
条

事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
組
立
て
又
は
解
体
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
九
十
一
条

事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
組
立
て
又
は
解
体
の
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
作
業
を
行
う
区
域
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る

旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に

よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
が
立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

二

作
業
を
行
な
う
区
域
に
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見

や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三

強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該

作
業
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

三

強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該

作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
搭
乗
の
制
限
）

（
と
う
乗
の
制
限
）

第
二
百
七
条

事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
を
使
用
す
る
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
簡
易
リ
フ
ト
の

搬
器
に
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
簡
易
リ
フ
ト
の
修
理
、
調
整
、
点
検
等
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
措
置
を
講
ず
る
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
百
七
条

事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
の
搬
器
に
労
働
者
を
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
簡
易
リ
フ
ト
の

修
理
、
調
整
、
点
検
等
の
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
危
険
を
生
ず
る

お
そ
れ
の
な
い
措
置
を
講
ず
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
簡
易
リ
フ
ト
の
搬
器

に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２

労
働
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
簡
易
リ
フ
ト
の
搬
器
に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
十
八
条

事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
つ
て
い
る
箇
所
の
下
方
に
関
係
者
以
外
の
者
が
み
だ

り
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁

止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
箇
所
が
立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や

す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
な
つ
て
い
る
箇
所
の
下
方
に
は
関
係
労
働
者
以
外
の

者
が
み
だ
り
に
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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